
５

適
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
で
は
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
期
間
の
２
年
目
と
な
り
、
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
率
の
増
加
と
い
っ
た
要
素
に
よ
り

保
険
料
の
増
額
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
介
護
給
付
費
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
の
横
ば
い
や
昨
年
度
の
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
の
影
響
か
ら
、
計
画
よ
り
下
回
っ
て
推

移
し
て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
経
営
は
、
所

得
の
減
少
に
伴
う
保
険
税
の
減
収
や
前
期
高

齢
者
交
付
金
の
大
幅
な
精
算
調
整
等
に
伴
い
、

一
般
会
計
に
新
た
に
、
法
定
外
繰
出
金
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
厳
し
い

運
営
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
平
成
　
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
下
が
り

２４

傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
安
心
で
き
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
健
康
保
険

税
の
改
定
も
視
野
に
入
れ
た
中
で
、
総
合
健

診
の
受
診
勧
奨
等
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
保
健
指
導
の
充
実
、
健
康
保
持
の
た
め

の
各
種
教
室
・
運
動
の
実
施
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
の
啓
発
な
ど
、
医
療
費
抑
制

に
向
け
た
取
り
組
み
を
更
に
強
化
し
な
が
ら
、

本
事
業
会
計
の
健
全
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
生
園
は
、
近
年
、

高
齢
者
人
口
と
高
齢
独
居
世
帯
が
増
え
続
け

る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
る
等
地
域
社

会
は
著
し
く
変
化
し
、
そ
れ
ら
に
伴
う
高
齢

化
率
は
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
本
園
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域

の
重
要
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
十
分
発

揮
し
、「
高
齢
者
は
功
労
者
」
の
視
点
に
た
ち

在
宅
支
援
と
中
重
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る

役
割
を
担
う
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
ご
家
族

や
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

高
齢
者
の
目
線
に
た
ち
な
が
ら
、「
地
域
に

密
着
し
た
福
祉
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を

担
う
よ
う
努
め
ま
す
。

　
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
、
尊
厳
を

持
っ
た
生
活
を

続
け
ら
れ
る
こ

と
が
老
人
福
祉

施
設
の
使
命
で

あ
り
、
入
所
者

が
快
適
に
暮
ら

せ
る
よ
う
今
年

度
は
入
居
者
の

ベ
ッ
ド
を
更
新

す
る
こ
と
と
し
、

適
切
な
施
設
運

営
を
行
い
ま
す
。

●
昨
年
、
教
育
委
員
会
制
度
の
抜
本
改
革
と

し
て
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
教
育
行
政
に

お
い
て
町
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
責
任
体
制
の

明
確
化
や
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
が

求
め
ら
れ
、
町
長
と
教
育
委
員
に
よ
る
総
合

教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
的
課

題
解
決
へ
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
教
育
委
員
会
が
果
た
す
べ
き
責
任
と

役
割
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
５

つ
の
教
育
目
標
の
実
現
を
目
指
す
各
教
育
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
鬼
鹿
小
学
校

改
築
事
業
の
実
施
、
給
食
に
お
い
て
地
元
食

材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
食
育
、
幼
稚
園
教

育
で
の
子
育
て
支
援
対
策
、「
旧
花
田
家
番

屋
」
で
の
宿
泊
体
験
等
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
平
町
発
展
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
新
た
に
歴
史
的
遺
産
２
点
を
町

有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

上
、
平
成
　
年
度
の
町
政
執
行
に
臨

２８

む
主
な
施
策
を
述
べ
ま
し
た
が
、
本

年
は
昭
和
　
年
の
町
制
施
行
か
ら
　
年
を
迎

４１

５０

え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
の
で
、
１
世
紀

に
向
け
て
の
記
念
式
典
の
ほ
か
、
町
制
施
行

　
周
年
記
念
行
事
準
備
委
員
会
を
設
け
内
容

５０を
検
討
し
、
各
種
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
秋
に
４
つ
の
基
本
目
標
の
も

と
　
を
超
え
る
事
業
を
掲
げ
策
定
し
た
「
総

６０
合
戦
略
」
を
、
本
年
度
か
ら
４
年
間
は
国
が

進
め
る
地
方
創
生
の
も
と
、
町
を
将
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
交
付

金
制
度
等
を
有
効
に
活
用
し
実
施
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
行
政
執
行
に
あ
っ
て
も
、供
町

づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ
る
僑
と
の
基
本

理
念
の
も
と
、「
目
配
り
」、「
気
配
り
」、「
思

い
や
り
」
を
持
っ
て
各
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
議
員
並
び
に
町
民
各
位
の
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
町
政

執
行
方
針
と
し
ま
す
。

平成２８年度
町政執行方針

以

予 算 額主な施策内容

25，000千円鬼鹿小学校改築実施設計委託

19，289千円通学バス運行委託

6，491千円共同調理場真空冷却機購入事業

5，892千円小中学校パソコン整備事業

5，130千円町保育・託児事業

3，000千円サポーターズクラブ補助金

2，300千円食育事業

お

わ

り

に

教

育

施

策

予 算 額主な施策内容

27，300千円デイサービスセンター維持補修事業

8，495千円各種予防接種委託

5，175千円各種検診委託

3，444千円乳幼児等医療費助成（拡充分）

1，708千円妊婦一般健康診査助成事業


